
 

 

 【⾳楽】  
 

ギターの演奏 

 
 

〜ClassPad.net の各種ふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 
ギターの仕組みを理解し、⾳階を演奏する授業 

ギターの基本的な知識・奏法を⾝につけ、簡単な旋律を演奏する。 
 
 
 
 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

step1 

step2 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：クラシックギターの基本的な奏法を習得させる。段階的に指導し、成功体験を積ま 
        せることで、主体的に⾳楽活動に取り組む意欲を⾼める。  
⽣徒向けの⽬標：ギターの種類や特徴、弦やフレットの仕組みを理解する。正しい姿勢でギターを構 
        え、基本的な奏法で⾳を出せるようにする。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・⽣徒の集中⼒アップ：  リンクふせんから動画鑑賞をすることで、視覚的イメージにより楽しく

授業に興味を持ってもらう。 
・授業準備の時短／効率化：事前にリンクふせんを⽤意することで、授業内で扱う楽曲をすぐに⽣徒

に聴かせることができる。 
・個別最適学習の促進：  補⾜として提⽰する演奏動画についても、リンクふせんで共有すること

で⽣徒が⾃宅で鑑賞することができる。 

⽬的・概要の説明 
本⽇の授業について説明。 
ギターの特徴、奏法について学ぶこ
とを伝える。 

楽曲の鑑賞 
クラシックギターの演奏を鑑賞させ
る。 
ギターの⾳⾊に対する感覚的な理解
を促し、⽣徒の興味・関⼼を⾼め
る。 

リンクふせんを使⽤し YouTube で
ギターの演奏を鑑賞する。 
 
⾃宅でも⾒返せるよう、リンクふ
せんを全員に配布する。 

 
 

授業の流れ ClassPad.netでの操作 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

step3 ギターの種類 
3 種類のギターを紹介し、それぞれ
の特徴を整理する。 
今回扱うギターがクラシックギター
である事を伝える。 

テキストふせんを使⽤し、それぞれ
のギターの違いを画像とともに紹
介。 

step6 奏法の理解 
両⼿の使い⽅について説明する。 
⽣徒も実際にギターに触れながら実
践する。 
 

グループ分け 
ここからは 3〜5 名程度のグループに
分かれて、実際にギターを⼿元で確
認しながら授業を進める。 
 

step5 

step7 ⾳階の理解 
開放弦の意味および⾳階の仕組み、
弦とフレットについて説明する。 
ふせんの図を⾒ながら、実際にドレ
ミファソの⾳階を弾いてみる。 
 
 

step8 まとめ・次回予告 
ワークシートにて、今⽇学んだこと
や感想を記⼊する。 
 
次回の授業では、実際に楽譜を配布
し、旋律⾳階のみの簡単な演奏に取
り組むことを伝える。 

テキストふせんを使⽤し、ギターの
奏法について説明する。 

授業⽀援機能を使って、テキストふ
せんをワークシートとして配布。 
配布されたふせんに⼿書きで記⼊
後、教師に提出。 

step4 構え⽅・姿勢について 
クラシックギターの正しい構え⽅・
姿勢を提⽰。 
 
リンク先の HP を⾒ながら、解説す
る。 

リンクふせんを使⽤しリンク先の
HP でギターの構え⽅を確認する。 

テキストふせんを使⽤し、ギターの
⾳階について説明する。弾いている
様⼦をカメラふせん（動画）で撮影
し合い、構え⽅や⼿の使い⽅、鳴ら
した⾳が適切かを確認し合う。 



 

 

 
 

step9 参考・補⾜ 
模範となる演奏として、⾼度な演奏
動画を補⾜として紹介。 

補⾜として、リンクふせんを使⽤し
YouTube でギターの演奏動画を配
布。 
 
⾃宅でも⾒返せるよう、リンクふせ
んを全員に配布する。 


